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１ 研究の概要 

 貨物用モノレールの進行方向を切り替えるためのポイント切り替え装置をマイコン制御により自

動的に行う．さらに，分岐器の根本設計を変更する． 

 

２ 研究の目的と背景 

 建設業や林業では貨物用モノレールが活躍している．貨物用モノレールでは進行方向を切り替

えるためのポイント切り替え装置は旅客用モノレールや鉄道とは違った機構となっている．貨物用

モノレールの分岐器は，現状では手動によるポイント切り替えが行われており脱線などの事故が

多く発生している．そこで，マイコン制御により切り替え作業を自動的に行う分岐器を提案する．さ

らに，レールが繋がっていない場合に分岐器に進入できないよう，分岐器の根本設計を変更す

る． 

 

３ 研究内容 

（１）貨物用モノレールの高度化に関する設計 

(https://sites.google.com/class.mech.nara-k.ac.jp/sudalab-keirin/) 

 

 貨物用モノレールの分岐器は，図1のように，レールが配置してあり，中央部分の2本の

レールが相対位置を変えずに，図中の矢印の方向に平行移動することで，方向を切り替え

ることができる． 

 
図1 貨物用モノレールの分岐器 

 

 図2の矢印で示す場所に誤進入防止用の板（防止柵）が設けられており，レールが繋がっていな

い場合は防止柵のところで停止する仕組みになっている． 

 

https://sites.google.com/class.mech.nara-k.ac.jp/sudalab-keirin/


 

 

  
図3 誤進入防止機構 

 

 モノレールの進入方向と誤進入防止柵の位置関係を図5に示す．動きは図4(a)～(c)の三

段階の閉鎖の形としている．図4(a)はどのレールもつながっておらず，防止柵で閉鎖して

いる状態である．図4(b)は，斜め方向から（A方向から）モノレールが進入しようとしたと

きにレールがつながっていない場合を示している．また，図4(c)は，直進方向から（B方向

から）進入しようとしたときにレールが繋がっていない場合を示している．いずれの場合

も，誤進入防止柵がバンパーに干渉するように板の位置と長さを設定している． 

 

 
(a) A・B共につながっていない 

 
(b) Aがつながっていない 

 
(c) Bがつながっていない 

図4 誤進入防止柵の位置とモノレールの進入方向 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるか―展望 

 鉄塔建て替え工事，法面対策工事，地すべり防止工事，小水力発電所改修工事，橋梁下部工

工事，など多岐にわたり応用が可能である． 

 高いレベルの経済生産性と言う観点でSDGs8.2の，働きがいのある人間らしい仕事という観点で

SDGｓ8.5の，雇用創出と言う観点でSDGs8.9の達成に貢献．災害に対する強靱さ（レジリエンス）と

言う観点でSDGs11.bの達成に貢献．持続可能な森林経営と言う観点でSDGs15.bの達成に貢献． 

防止柵 A 

防止柵 B 

防止柵 C 



５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

 2014年5月まで企業の研究開発室で勤務し，産業用キャスター・台車に関する研究に従事．振

動抑制や衝撃吸収を目的とした能動制御キャスターの研究に従事．センサによる計測，マイコン

を使ったモータ制御のメカトロニクス分野に含まれる．緩衝機構・緩衝装置・緩衝材料に関する研

究に従事．機械要素設計（機械を構成するもとになる機械部品設計）や機構設計に含まれる．設

計製図教育，実験実習，などに従事． 

 今回研究は貨物用モノレールをメカトロニクス技術を用いて高度化することである．これには機

械要素設計や機構設計が含まれる．設計ツールとして3D-CADを用い，設計製図教育につながる．

センサによる計測やモータ制御は実験実習につながる． 

 

６ 本研究にかかわる知財・発表論文等 

大西彗太，室巻孝郎，須田敦：5インチゲージのレールを用いた産業用モノレールのポイント切り

替え装置の設計，公益社団法人日本設計工学会関西支部2021年度研究発表講演会講演論文

集(2022)，pp.13-14． 

https://drive.google.com/file/d/1jd91BkFchkmR7dUCx84Lu9baRekcYdbP/view?usp=share_link 

  

７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

該当なし 

    

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

該当なし 

https://drive.google.com/file/d/1jd91BkFchkmR7dUCx84Lu9baRekcYdbP/view?usp=share_link


８ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 独立行政法人国立高等専門学校機構 奈良工業高等専門学校 機械工学科 

         （ドクリツギョウセイホウジンコクリツコウギョウコウトウセンモンガッコウキコウ 

ナラコウギョウコウトウセンモンガッコウ キカイコウガクカ） 

住    所： 〒639-1080 

奈良県大和郡山市矢田町22番地 

担  当  者： 准教授 須田敦（スダアツシ） 

E - m a i l： a.suda@mech.nara-k.ac.jp 

U R L： https://sites.google.com/class.mech.nara-k.ac.jp/sudalab-keirin/ 
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